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新規会員事業所紹介 ※是非、お取引等でご活用下さいますようよろしくお願いします。

事業所名 住　所 業種（部会）
タイヤ販売（商業部会）
建設業（建設業部会）
飲食店・中古車販売（商業部会）

やきとり店（商業部会）

製造業（工業部会）
タイル工事業（建設業部会）
自動車整備業（サービス業部会）
ホームページ制作（サービス業部会）
保温工事（建設業部会）

高安581-1
名嘉地111-1　上原コーポ1階
与根210-3
豊見城763-1　
新里テナントビル地下1階
長堂141-1 ニューシャトー長堂103
金良75　コーポみなみ101
長堂66-4
豊崎1-681
与根35-5

タイヤショップ徳
安岡建設㈱  豊見城営業所
㈱Rui’s
豊見城やきとり×日本酒　
Magic　Chicken　OKINAWA
㈱ハニーフェージョン
㈱新三施工
セブンオート
ホームページズ沖縄
ソケイダンネツ

ご入会ありがとうございます

「とよみ商工共済」 制度改定とご加入のおすすめ「とよみ商工共済」 制度改定とご加入のおすすめ
　平成 31 年 4 月より、『とよみ商工共済』における豊見城市商工会独自の給付制度をリ
ニューアルしました。
　通院・入院見舞金に加え、結婚・出産祝金や満了祝金の給付といった、会員事業所にお
ける福利厚生制度の充実に資することを目的とした保障内容となっておりますので、ぜひ
ご活用ください！

口数 4口3口2口1口給付内容

満了祝金

出産祝金

結婚祝金

入院見舞金

通院見舞金 不慮の事故により 5 日以上
通院されたとき

加入者が 70歳 6ヶ月に到達し脱退
されるとき（加入後３年以上経過）

加入者または配偶者が出産
したとき（加入後６ヶ月以上）

加入者が結婚したとき
（加入後６ヶ月以上）

病気により 5 日以上
入院された時

一律
5,000 円

一律
20,000 円

一律
20,000 円

一律
15,000 円

一律
15,000 円

一律
10,000 円

一律
10,000 円

一律　10,000 円

一律　10,000 円

一律　10,000 円

一律
5,000 円

　令和元年 10 月 31 日未明、県民にとって象徴的な建造物である首里城が、火災により正殿等が全焼しました。
琉球の歴史を物語るシンボルを失ったこの火災に対し、県内外より首里城の修復再建に向けた励ましや支援のお
申し出が多数寄せられております。
　沖縄県商工会連合会並びに各地区商工会では、皆様からの支援金を受け付け、首里城の早期の再建に向けた復旧・
復興に取り組む沖縄県等へ寄付致します。皆さまの温かいご理解ご支援の程、何卒よろしくお願いいたします。
　又、既に個人・団体等にて寄付された方は、豊見城市商工会へご一報下さい。

募集期間：令和元年11月 18日～令和2年 3月 31日
支援金の振込口座：沖縄海邦銀行　本店（普）　９１４２９６
　　　　　　　　   琉球銀行　　　本店（普）　１２８０４１２
　　　　　　　　   沖縄銀行　　　本店（普）　２６０４７０５
　（口座名義）　沖縄県商工会連合会　会長　米須義明

首里城復元に向けての支援金へのご協力について

※尚、振込み手数料は寄付される方の負担とさせていただきます。
※税法上の取扱いは、所得税法、法人税法（国・地方公共団体に対する寄付金）に該当し、
　地方税法（都道府県、市長村等に対する寄付金）にも該当します。
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年頭の挨拶

豊見城市商工会青年部

部長

知念　啓太

豊見城市商工会女性部

部長

宮里　信子

豊見城市商工会

会長

当銘　優

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　旧
年
中
は
、
青
年
部
事
業
に
対
し
ま
し
て
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
豊
見
城
市
商
工
会
青
年
部
で
は
今
年
度
で
設
立
四
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
十
月
二
十
九
日
に
開
催
し
ま
し
た
設
立
四

十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
は
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
と
ご
協
賛
に
よ
り
無
事
成
功
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
事
業
の
収
益
は
今
年
四
月

二
十
四
日
に
開
催
予
定
で
あ
り
ま
す
設
立
四
十
周
年
記
念
式
典
の

運
営
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　我
々
、
青
年
部
は
若
い
経
営
者
と
し
て
、
時
代
の
変
化
に
対
応

し
自
己
企
業
の
発
展
と
地
域
の
発
展
を
目
指
し
、
日
々
努
力
し
て

行
く
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
に
は
青
年
部
事
業
所
へ
の

ご
愛
顧
と
青
年
部
活
動
に
対
し
ま
し
て
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　最
後
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
発
展
を
祈
念
し
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
二
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
中
は
商
工
会
事

業
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
は
時
代
の
大
き
な
変
革
の
年
で
あ
り
、
元
号
が
平

成
か
ら
令
和
に
移
り
変
わ
り
ま
し
た
が
、
令
和
元
年
は
災
害
の
年

と
な
り
、
台
風
、
大
雨
等
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国
で
多
発
し
、

多
く
の
方
々
が
被
災
す
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
一
日
も
早
い

復
興
・
復
旧
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　又
、沖
縄
県
の
歴
史
文
化
並
び
に
観
光
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
ま
し
た

首
里
城
が
火
災
に
よ
り
消
失
し
県
民
に
悲
し
い
衝
撃
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。今
後
は
、国
及
び
県
が
一
丸
と
な
り
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

を
協
力
支
援
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　一
方
、
沖
縄
県
内
の
景
気
は
、
引
き
続
き
観
光
業
が
牽
引
し
観

光
入
客
増
加
や
小
売
業
、
建
設
業
、
製
造
業
及
び
サ
ー
ビ
ス
業
の
全
般
に
お
い
て
全
体
的
に
景
気
は
拡

大
基
調
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
好
調
を
維
持
す
る
一
方
で
、
人
手
不
足
や
人
件
費
、
原
材
料
費
の

高
騰
、
消
費
税
率
Ｕ
Ｐ
な
ど
経
営
を
圧
迫
す
る
要
因
が
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
又
、
豊
見
城
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
那
覇
空
港
第
二
滑
走
路
の
供
用
開
始
、
県
道
二
五
六
号
線
沿
い
の
都
市
計
画
用
途
変

更
、
豊
崎
地
区
の
大
型
商
業
施
設
の
開
業
与
根
地
区
西
部
開
発
計
画
な
ど
、
本
市
は
益
々
交
流
人
口
が

増
え
る
と
供
に
事
業
機
会
の
創
出
・
拡
大
の
飛
躍
的
発
展
の
要
素
を
有
し
て
お
り
、
地
域
商
工
業
者
に

と
り
ま
し
て
需
要
に
対
応
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
経
営
を
図
っ
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
よ
う
な
中
で
、
商
工
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
各
事
業
者
へ
の
伴
走
型
支
援
に
よ
る
売
上
増
加
、

利
益
率
の
向
上
を
目
指
し
各
種
施
策
の
活
用
に
よ
る
経
営
支
援
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
又
、
働
き
方

改
革
等
に
よ
る
労
働
時
間
や
時
間
外
労
働
の
法
令
順
守
及
び
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
充
実
等
に
よ
る
従

業
員
の
確
保
、
売
掛
金
の
回
収
不
能
や
災
害
等
に
よ
る
経
営
リ
ス
ク
に
備
え
た
各
種
共
済
も
同
時
に
推

進
し
、
地
域
商
工
業
者
を
取
り
巻
く
内
外
の
懸
案
事
項
や
課
題
を
踏
ま
え
、
国
及
び
県
、
市
と
連
携
し

成
長
す
る
企
業
づ
く
り
と
成
長
す
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
商
工
業
者
へ
の
支
援
強
化
を
図
り
、
商
工

会
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る｢

人
を
育
て
、
企
業
を
育
て
、
地
域
を
創
る｣

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　最
後
に
、
令
和
二
年
は
十
二
支
の
子
年
に
あ
た
り
、
増
え
る
と
い
う
意
味
や
命
が
数
多
く
誕
生
す
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
相
場
で
は
﹁
繁
栄
﹂
の
年
と
い
わ
れ
る
﹁
子
年
﹂
は
、
始
め
る
年
、
変
革
の

年
と
言
わ
れ
て
お
り
新
し
い
も
の
を
始
め
る
良
い
年
と
さ
れ
て
お
り
、
各
事
業
所
が
新
し
い
こ
と
に
取

り
組
み
変
革
す
る
こ
と
で
益
々
ご
繁
栄
ご
発
展
さ
れ
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
い
躍
進

の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　令
和
二
年
の
新
年
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　旧
年
中
は
、
商
工
会
女
性
部
に
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
日
々
変
化
す
る
経
営
環
境
の
中
、
景
気
回
復
に
つ
い
て
、

私
た
ち
小
規
模
事
業
者
に
は
実
感
が
少
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

経
営
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
中
、商
工
会
女
性
部
は
、資
質
の
向
上
と
自
己
研
鑽
に

努
め
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　地
域
貢
献
活
動
に
お
い
て
は
、
市
内
の
小
学
一
年
生
全
員
に
交

通
安
全
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成
配
布
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
に
協
力

し
ま
し
た
。
小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
二
校
で
五
色
百
人
一

首
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
空
き
缶
作
業
で
活

動
資
金
づ
く
り
や
商
工
会
館
の
美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　講
習
会
で
は
、﹁
ウ
ー
ジ
染
め
体
験
﹂
や
﹁
正
月
飾
り
付
け
製
作
﹂

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
見
城
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
等

の
研
修
会
へ
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
年
も
商
工
会
女
性
部
ら
し
さ
を
活

か
し
た
事
業
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
部
員
皆

さ
ま
の
更
な
る
飛
躍
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　11月９日（土）、10日（日）の二日間、豊崎美らＳＵＮビーチで開催されました。今回初の合同開催で商工会は産業フェスタ
ブースを担当致しました。両日晴天に恵まれ、昨年の産業フェスタの２倍以上の来場者があり、多くの方に市内産業のＰＲを行
うことが出来ました。また、従来のとみぐすく祭りのとおり、ステージイベントや体験プログラムで会場は賑わっていました。

第36回 とみぐすく祭り・第７回 とみぐすく産業フェスタ 開催[ 法改正 ] 時間外労働の上限規制[法改正 ] 時間外労働の上限規制
　第 196 回通常国会において、「働き方改革を推進するため
の関係法律の整備に関する法律」が成立しました。（法律の
概要等はこちら↓）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html

✓時間外労働（休日労働は含まず）の上限は、原則として、月45時間・年 360
時間となり、臨時的な特別の事情がなければ、これを超えることはできなく
なります。

✓臨時的な特別の事情があって労使が合意する場合でも、
　・時間外労働…年 720 時間以内
　・時間外労働＋休日労働…月100 時間未満、2～6か月平均 80 時間以内
　とする必要があります。
✓原則である月45時間を超えることができるのは、年 6か月までです。
✓法違反の有無は「所定外労働時間」ではなく、「法定外労働時間」の超過時
間で判断されます。

✓大企業への施行は 2019 年 4 月ですが、中小企業への適用は 1 年猶予され
2020 年 4月からとなります。

法改正のポイント

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・



4

令和２年（2020年）  冬号豊見城市商工会  会報誌　絆豊見城市商工会  会報誌　絆令和２年（2020年）  冬号

5

アイディア理論ワークショップ 10/17アイディア理論ワークショップ 10/17助成金セミナー助成金セミナー

経営者の為の事業承継セミナー経営者の為の事業承継セミナー

　10 月３日、㈱トレジャーエージェンシー代表の白石健吾氏を講師に迎
えて助成金セミナーを開催しました。
　助成金専門でコンサルティング事業を行っている会社で、分かりやすい
セミナーであった。法人の場合は助成金の申請要件として、雇用保険と社
会保険の２つに加入しなければいけないが、個人事業主の場合は雇用保険
に加入している従業員を１名以上雇用していれば対象とのこと。助成金は
小規模事業者を支援する制度であり、従業員が少ないところがメリットが
多い制度と説明があった。通常の助成金セミナーでは、あまり話が出ない
手数料や報酬についても説明があった。さらに、助成金制度の中には就業
規則の中に助成金活用の文言を入れる必要があり、就業規則の変更手続き
でも手数料が発生するとのこと。助成金でトラブルになるのは、そのよう
な追加料金が発生することが原因であると説明があった。

　8月21日（水）に沖縄県事業引継センター共催のもとセミナーを開
催し、国の支援策から事業承継のポイントや事例紹介まで充実した
内容となりました。また、沖縄県は後継者不在率で全国ワーストと
なっており、事業承継が進まない要因の一つと考えられる。しかし、
親族内承継だけでなく、第三者承継（M＆A）という選択肢もある為、
事業引継ぎ支援センターや他支援機関との連携で県内の承継問題へ
の取り組みは急務であると感じた。　

小規模事業者のための情報セキュリティー対策セミナー小規模事業者のための情報セキュリティー対策セミナー
　９月18日（水）沖縄県警・ビューローベリタスジャパン㈱・情報セキュ
リティスタンダード沖縄協議会を招き、情報セキュリティ対策セミナー
を開催しました。
　情報化社会になり、便利になった一方、情報漏洩という新たな課題が問
題になっています。情報漏洩の大半が人為的ミスによるものであり、社
内体制の管理が重要であると感じました。自社は大丈夫ではなく、小規
模事業者だからこそ自社の足元を固めておくことが大切です。

　10 月 18 日（金）～ 19 日（土）の二日間、日本最西端となる与那国島を
訪れ、企業視察研修（崎元酒造所・国泉泡盛）と与那国町役場及び与那
国町商工会より、与那国島の現状と今後の取組等についての研修を行い、
離島での生活、事業面等でのご苦労を役職員一同改めて痛感させられた
研修会となりました。

　11 月 14 日～ 12 月５日の毎週木
曜の４日間、経営分析・事業計画作
成セミナーを中小企業診断士の竹内
成人氏を講師に迎えて開催した。①自
社の見える資産と見えない資産、②業
務の流れを再確認し自社の強みや弱
みを把握、③自社の現状把握ができたところで、今後の事業計画の作成に
ついて①～③の作業プロセスについて見つけ方、考え方、方法について習
得していた。最終日は経営力向上計画作成に向けて取り組んだ。一回目か
らの経営分析から事業計画作成までの作業プロセスが分かり易く、考え方、
方法等が理解できたことで、受講者からも好評であった。

　10 月 17 日（木）アイディア
理論ワークショップを実施しま
した。開始の１時間はアイディ
アを出す為の基本的な考え方や
しくみを座学で学び、その後は
アイディアシートを活用し、実
際に自分のこれからやりたい事
をアイディアシートに落として
いく実践型で実施。最後に実際
に作成したアイデアシートを各グループで共有しセミナーは終了。実際に参加した方からは、「頭でイメージしていたもの
がより具体化された」「物事を具体的に組み立てることを普段はしていないので、良い勉強になった。部下や他人に伝える
ツールとして活用したい」等の意見があり、総じて満足度が高いセミナーとなった。

令和元年度 役職員先進地視察研修会 in 与那国島
10/18 ～ 19

令和元年度 役職員先進地視察研修会 in 与那国島
10/18 ～ 19

豊見城市
商工会
各種活動

≪経営分析・事業計画作成セミナー≫令和元年度伴走型小規模事業者支援推進事業最低賃金
令和元年度 沖縄県最低賃金
●地域別最低賃金

●特定（産業別）最低賃金

その他の産業 令和元年 10月 3日～

時間額 円790

新聞業

令和元年 10月 3日～

令和元年 11月 16日～

時間額 円835

時間額 円790

令和 2 年分の所得税確定申告より、
青色申告特別控除額・基礎控除額が変わります！

改正1： 個人の方の所得税について
　　　　青色申告特別控除額：65万円 ⇒ 55 万円　へ引き下げ
　　　　基　礎　控　除　額：38万円 ⇒ 48 万円　へ引き上げ
改正 2： e-Tax による申告（電子申告）又は電子帳簿保存を行うことで、
　　　  さらに 10万円の控除が受けられます。
＊つまり、改正後も引き続き 65 万円の青色申告特別控除を受けること
ができます。
　しかし、e-Tax による申告（電子申告）には、マイナンバーカードが
必要となりますので、まだ取得していない方は早めの手続きをお願いし
ます！詳しくは、国税庁ホームページよりご確認ください。
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青年部
　9 月 10 日（火）～ 11 日（水）豊見城市民体育館にて「平成 31 年度九州地区商工会青年部合
同研修会」が行われ、九州の各地より約 1,000 名の青年部員が参加し懇親会は豊崎美ら SUN ビー
チにて盛大に行われた。

　9 月 10 日（火）～ 11 日（水）豊見城市民体育館にて「平成 31 年度九州地区商工会青年部合
同研修会」が行われ、九州の各地より約 1,000 名の青年部員が参加し懇親会は豊崎美ら SUN ビー
チにて盛大に行われた。

　10月 28 日（月）に、福井県福井西
商工会青年部員 17 名を受入れ、互
いの事業について研修を行いました。
研修後には懇親会を行い今後の地域
振興について意見交換及び親睦を深
めました。

九州大会（沖縄大会）九州大会（沖縄大会）

大会風景

表彰式＆懇親会ゴルフコンペ開会式

研修風景

乾杯 集合写真

知念部長と石丸部長（福井西）

懇親会 乾杯挨拶　当銘優会長

　10月 29日（火）に、パームヒルズゴルフリゾート（糸満市）
にて青年部設立 40 周年記念事業の一環としてチャリティーゴ
ルフコンペが開催され、歴代青年部員や現役青年部員をはじめ、
県内各地の青年部員ら
総勢95名が参加。また、
懇親会では多くのご協
賛を頂き、参加者全員
分の景品をご用意する
ことができました。

青年部設立40周年記念チャリティーゴルフコンペ青年部設立40周年記念チャリティーゴルフコンペ

第 29代九州地区商工会青年部連絡協議会
会長 赤嶺太志

（豊見城市商工会青年部）

第29代九州地区商工会青年部連絡協議会
会長 赤嶺太志

（豊見城市商工会青年部）

県外商工会青年部受入研修県外商工会青年部受入研修

望年会の開催望年会の開催　青年部では、去る 11月 30日（土）に青年部望年会を開催しました。
　部員及び家族も含め54名の参加があり、会場では、余興や抽選会もあり大いに盛り
上がりました。
　又、親会より当銘優会長以下、副会長、理事の皆様もご参加いただき、部員一同、
青年部活動への一致団結と自己企業の発展を願いました。

　青年部では、去る 11月 30日（土）に青年部望年会を開催しました。
　部員及び家族も含め54名の参加があり、会場では、余興や抽選会もあり大いに盛り
上がりました。
　又、親会より当銘優会長以下、副会長、理事の皆様もご参加いただき、部員一同、
青年部活動への一致団結と自己企業の発展を願いました。

体験教室

女性
部

「LGBT を含む性の多様性の尊重とは～市民、企業、自治体にできること～」
共催：豊見城市協働のまち推進課　 日時：令和 2 年 1 月 26 日（日）13：30 ～ 15：30
講師：琉球大学教授  矢野 恵美氏　 場所：豊見城市役所 1 階市民交流スペース　参加費：無料
申込方法：豊見城市協働のまち推進課へ電話にて２日前までにお申込ください。（電話：098－850－0159）

ウージ染め体験教室ウージ染め体験教室
　9月28日（土）女性部員である「ウージ染め協同組合」のウージ染め体験教室を行いました。今回
は、ショールの染め体験を行い、各部員がそれぞれお好みのデザインをアレンジしながら染め体験
を行いました。染め体験以外にも組合の方がウージ染めの歴史や染め、織り方法など丁寧に説明し
てくれました。体験教室を行い、自分オリジナルのショールを作成し、部員一同大満足でした。

正月  飾り付け講習会正月  飾り付け講習会
　11 月 17 日（日）女性部「フローラルクオレ」にてお正月飾りつ
け講習会がありました。
　10 種類の中からお好みの飾りつけを選択し、それぞれがオリジナ
ルの飾りつけを作成いたしました。各部員自分にあった花を選び飾り
つけを行い、オンリーワンの飾りつけを行い各部員大好評でした。

　11 月 17 日（日）女性部「フローラルクオレ」にてお正月飾りつ
け講習会がありました。
　10 種類の中からお好みの飾りつけを選択し、それぞれがオリジナ
ルの飾りつけを作成いたしました。各部員自分にあった花を選び飾り
つけを行い、オンリーワンの飾りつけを行い各部員大好評でした。

　10 月 1 日（火）南部先島支
部広域連携事業にてクラフト
バックを作成しました。「手づ
くり工房  京」を講師に招き、南
部先島支部にて各自オリジナル
のクラフトバックを作成いたし
ました。 それぞれがオリジナル
のバッグを作り、大好評でした。

　10 月 10 日（木）沖縄県商工会女性部のトップセミナーが
ありました。 午前中は、ターニングポイント㈱ 代表取締役　
西田陽子氏による、 「女性脳！男性脳！違いがわかれば経営が
変わる！」を受講し、男性脳と女性脳の違いについて学びま
した。午後は、㈱熱帯資源植物研究所や勝連城址を見学しま
した。沖縄県内の
女性経営者と交流
できいいセミナー
でした。

トップセミナートップセミナー南部先島支部広域連携
クラフトバッグ講習会
南部先島支部広域連携
クラフトバッグ講習会

詳しくは市ＨＰや、広報
とみぐすく 1 月号をご
確認ください．

詳しくは市ＨＰや、広報
とみぐすく 1 月号をご
確認ください．


